
 ● こころの県民公開講座案内
 ● 地域連携のご案内
 ● 外来担当医表・編集後記

 ● こころの県民公開講座案内
 ● 地域連携のご案内
 ● 外来担当医表・編集後記

 ● 新人のごあいさつ

ギャンブル等依存症の
治療に力を入れています

新年度のごあいさつ

院長 森川 将行
新年度の新規

採用職員と当
センターへ

異動で赴任さ
れたフレッシ

ュな皆さんで
す。よろしくお願い

申し上げます
!
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三重県立こころの医療センターのビジョン
県民の皆さんのより良いこころの健康をめざし、精神科疾患があっても
地域で安心して暮らせるよう、医療サービスを提供していきます。



新
年
度
の
ご
あ
い
さ
つ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス(

Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19)

感
染
症
が
︑

依
然
と
し
て
広
が
る
中
︑こ
れ
ま

で
当
院
の
様
々
な
行
事
や
研
修

会
も
中
止
︑あ
る
い
は
︑デ
イ
ケ

ア
︑
訪
問
看
護
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
︒
し
か

し
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
会
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
用
い

た
研
修
会
や
︑感
染
状
況
が
下

火
に
な
っ
た
際
に
は
十
分
な
感
染

対
策
に
配
慮
し
た
上
で
通
常
よ

り
も
人
数
を
減
ら
し
︑よ
り
広

い
部
屋
を
用
い
て
の
研
修
を
開

く
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
て
き
ま

し
た
︒

　
当
院
は
︑
県
立
病
院
と
し
て

感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
︑日
々

の
精
神
科
医
療
の
業
務
を
止
め

る
こ
と
な
く
︑さ
ら
に
は
︑地
域

に
お
け
る
精
神
科
医
療
の
充
実

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
︒
そ
の
中
で
︑平
成
31

年
１
月
に
は
︑ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
治
療
拠
点
機
関
︑そ
し
て
︑令

和
３
年
２
月
に
は
︑ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
と
し

て
三
重
県
か
ら
選
定
を
受
け
ま

し
た
︒
ギ
ャ
ン
ブ
ル
障
害
に
は
︑

身
近
な
パ
チ
ンコ
︑ス
ロッ
ト
か
ら
︑

競
輪
︑競
馬
︑競
艇
や
カ
ジ
ノ
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒
ギ
ャ
ン

ブ
ル
障
害
の
診
断
基
準
は
︑令
和

４
年
２
月
11
日
に
発
効
さ
れ
た

世
界
保
健
機
関︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶の
最

新
版
の
国
際
疾
病
分
類
の
11
版

︵
Ｉ
Ｃ
Ｄ-

11
︶に
よ
る
と
︑①
ギ
ャ

ン
ブ
ル
を
す
る
時
間
や
頻
度
を

自
分
で
コン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
︑

②
人
生
の
関
心
や
日
常
生
活
よ

り
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
優
先
さ
せ

る
︑そ
し
て
③
個
人
︑家
族
︑社

会
︑教
育
︑職
業
な
ど
に
お
い
て
︑

悪
い
結
果︵
家
庭
不
和
︑
借
金
︑

解
雇
な
ど
︶が
生
じ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
続

け
た
り
︑悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
と

い
う
状
態
が
︑少
な
く
と
も
12
か

月
以
上
認
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
︒

　
現
在
︑当
院
で
は
︑こ
の
ギ
ャ

ン
ブ
ル
障
害
へ
の
対
策
と
し
て
︑

ギ
ャン
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
引
き

金
を
理
解
し
︑対
処
方
法
を
学

ぶ
た
め
の
全
６
回
コ
ー
ス
の
ギ
ャン

ブ
ル
等
依
存
症
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
︑毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
︒
関
心
の

あ
る
方
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

　
ま
た
︑依
存
症
の
家
族
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ア
メ
リ
カ

で
開
発
さ
れ
た
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ︵
ク

ラ
フ
ト
︶が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑

こ
れ
は
︑ア
ル
コ
ー
ル
に
と
ど
ま

ら
ず
︑薬
物
依
存
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル

障
害
の
対
処
に
も
有
効
で
あ
り
︑

日
本
に
お
い
て
︑ひ
き
こ
も
り
︑

ゲ
ー
ム
障
害
に
対
し
て
も
有
効
で

あ
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
︒Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
は
︑コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
強
化
家
族
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

︵Com
m

unity Reinforcem
ent 

And Fam
ily Training

︶を
略

し
た
も
の
で
あ
り
︑家
族
が
幸
福

に
な
る
︑主
人
公
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
手
段
を
練
習
し
て
い

く
も
の
に
な
り
ま
す
︒
令
和
４

年
３
月
に
は
︑ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
治
療
拠
点
機
関
の
当
院
の
支

援
者
研
修
と
し
て
︑こ
の
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
︒
今

後
︑当
院
に
受
診
さ
れ
る
方
の
ご

家
族
に
︑こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定

期
的
に
ご
提
供
で
き
る
よ
う
︑院

内
で
の
体
制
作
り
を
し
て
参
り

ま
す
︒
引
き
続
き
︑
当
院
の
取

り
組
み
への
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

ギ
ャン
ブ
ル
等
依
存
症
の

治
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

森
川
将
行

院  

長

新
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で
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福

に
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人
公
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し
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生
き
て

い
く
た
め
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段
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い

く
も
の
に
な
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ま
す
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令
和
４

年
３
月
に
は
︑ア
ル
コ
ー
ル
依
存
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治
療
拠
点
機
関
の
当
院
の
支

援
者
研
修
と
し
て
︑こ
の
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
︒
今

後
︑当
院
に
受
診
さ
れ
る
方
の
ご

家
族
に
︑こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定

期
的
に
ご
提
供
で
き
る
よ
う
︑院

内
で
の
体
制
作
り
を
し
て
参
り

ま
す
︒
引
き
続
き
︑
当
院
の
取

り
組
み
への
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

診療技術部 薬剤師

塩野 光希
本年度より薬剤室に配属
となりました塩野光希と
申します。一つひとつの
職務を丁寧に誠実に遂行
し、みなさまに信頼して
いただけるよう努力して
参ります。どうぞよろし
くお願いいたします。

看護部 北２病棟 看護師

古川 恭子
こんにちは。恭子と書い
て“やすこ”と読みます。
“や”さしい“す”なおな“こ”
ころで恭子と覚えると覚え
やすいかもしれないです。
たまに「暴」とか書く人
がいるのですが、清楚系
のおしとやか系ですので
安心してください。

看護部 南１病棟 看護師

永井 友梨
昨年７月より入職いたし
ました。まだまだ勉強不
足でご迷惑をおかけする
こともあると思いますが、
患者さまへより良い看護
が提供できるよう努力し
ていきます。よろしくお
願いいたします。

看護部 南２病棟 看護師

池村 柚香
私は、昨年に中途採用で
入職しました。初めての
精神科勤務で分からない
事や不安な事は沢山あり
ますが、先輩方の指導を
受けながら日々学ぶこと
ができています。得た学
びを自分の看護に活かし
ていけるように今後も頑
張っていきたいです。

看護部 南２病棟 看護師

宮村　瞬
こころの医療センター南
2病棟に配属となりまし
た宮村です。精神看護を
する中で患者さまの”心
のケア“がおこなえるよ
う先輩方の姿を学び成長
していきたいです。どう
ぞよろしくお願いいたし
ます。

地域生活支援部 作業療法士

小栗 和佳
はじめまして。ご縁があ
り岐阜県より参りました。
趣味は散歩で休日は近所
を散策しています。この
数年はクリニックにて訪
問看護業務に携わってお
りました。久しぶりに入
院患者さまとの関わりと
なり、不慣れな事も多い
と思いますが、よろしく
お願いいたします。

診療部 医師 
田村　猛
奈良から赴任しました、
田村猛です。３月までは
奈良県の天理よろづ相談
所病院で精神科医師とし
て勤務しておりました。慣
れない環境で色々ご迷惑
おかけすることもあると思
いますが、よろしくお願
いいたします。

診療部 医師

中島 弘喜
奈良から来ました医師の
中島弘喜と申します。精
一杯頑張りますのでよろ
しくお願いいたします。
趣味は旅行です。三重県
で勤務することが初めて
で、せっかくなので三重
県の観光地を巡りたいと
思っています。お勧めの
場所があれば教えてくだ
さい。

看護部 北1病棟 看護師

横田 祐樹
先輩方から励ましのお言
葉を頂き、身の引き締ま
る思いです。みなさまの
期待に応えられるよう、
1日も早く精神科病棟に
慣れ、一生懸命頑張らせ
ていただきます。いろい
ろとお聞きすることがあ
るかと思いますが、ご指
導のほどよろしくお願い
いたします。

看護部 北２病棟 看護師

吉田 奈央
ひとつひとつ、しっかり
と知識・技術を身につけ、
患者さまと関わる時間を
大切にして、寄り添う看
護ができるように頑張り
ます。また、1日でも早
く業務に慣れ、自分自身
も楽しく、笑顔で働くよ
うに努力していきますの
で、よろしくお願いいた
します。

❺❹❸❷❶

❺❶ ❷ ❸ ❹
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■ 初診外来は、予約制です。ご予約先：初診外来予約専用電話059-253-3120（9：00～13：00）
※休診日／土・日曜・祝祭日及び年末年始

※令和4年4月1日現在

月
火
水
木
金

外来担当医

〒514-0818 三重県津市城山1丁目12－１
TEL 059-235-2125  FAX 059-235-2135    

URL https://www.pref.mie.lg.jp/KOKOROHP/HP/

三重県立こころの医療センター春の訪れと共に新年度が始まり、あっという間に清々しい初夏の
季節となりました。皆様、いかがお過ごしでしょうか。当院も新し
い職員を迎え、広報委員も新しいメンバーになりました。今年度も
アイデアを出し合い、心待ちにされるような広報紙をお届けしたい
と思います。よろしくお願いいたします。

編集後記

広報委員／地域連携 伊藤

AM 楠本

AM 森川（もの忘れ）

初診
（アルコール）

初診
（アルコール）

初診（精神）

初診（精神）

田邊

森川

森川

佐野初診（精神）

初診（精神）

乾

乾

初診（精神） 佐野

濵本 前田

芳野

濵本

中瀬

田村 小畑

芳野

中島

小畑

山城 竹田

藪

山城

藪

冨崎

診察室1 診察室2 診察室3 診察室4 診察室5 診察室6 診察室7 診察室10 診察室11 診察室12

（もの忘れ）
吉丸 脳神経内科
（もの忘れ）
吉丸 脳神経内科

（もの忘れ）
小川 脳神経内科

お問い合わせ先：地域連携 059-235-2125（代表）お問い合わせ先：地域連携 059-235-2125（代表）

手話通訳
あ り令和４年度 こころの県民公開講座

『いろいろなうつ症状』
　 ～理解と対応～
日々の生活の中で、自分自身や身近な方の気分が落ち
込む、元気が出ないことがあると「うつ」ではないかと
心配されることもあると思います。「うつ」の症状がみら
れるのは「うつ病」と思われがちですが、実は「うつ病」
だけでなくそれ以外の様々な病気で起こり得ます。それ
らについて理解を深めていただきたいと思います。

（注）新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた『三重県指針』に基づき開催します。

芳野 浩樹 副院長
三重県立こころの医療センター

講 師

日時７月９日土
 9：30～11：20（受付9：00）

令和4年

場所 三重県人権センター
（多目的ホール）

定員
100名

参加費
無料

申込み
先着順

すべては患者さんの最良の医療の継続のために―連携

地域連携 059-235-2125（代表）

●新規患者数
●新規紹介患者数
●紹介率
●紹介元医療機関数
●紹介元件数
●紹介先件数

●関係機関連携数
●関係機関訪問件数

………………………
…………………

……………………………
………………

………………………
………………………

…………………
………………

1005名
662名
66%
312機関
697件
688件

888件
203件

●受診・入院相談　　　●他科受診調整
●診療情報提供の管理（退院報告含む）
●関係機関との調整　　　●院内調整　  
●広報活動（広報紙・こころしっとこセミナー等）

ちれんの主な
業務内容

ご意見、ご要望は何なりとお申し付けください。
今年度もどうぞよろしくお願いします。

地域連携
ちれん 令和3年度 実績


